
――本日は日本中が大変な状況
のなかでお時間をとっていただ
き、ありがとうございます。
森友　ここ（森友通商の社長室）
は常時殺菌しているので大丈夫
ですよ。
扇　「除菌モーリス」だね。ボ
クもハンディタイプのモーリス
を常に持ち歩いて、マスクの裏
に噴きかけてる（笑）。殺菌した
あとは水になっちゃうんだけ
ど、ウイルスは瞬時に死んじゃ
うんだよね？
森友　そう。次亜塩素酸水とい
うもので、人がゴホンと咳をし
た瞬間に殺菌しているので、コ
ロナがこのへんに漂っていても
大丈夫（笑）。
扇　今は自衛隊でも消毒には次
亜塩素酸水を使っているそうだ
けど、モーリスは弱酸性で人体
に無害なので、消毒薬が品薄で
困っていた日本ボウリング場協
会にも、ボクが中に入って手配
させてもらった。
森友　ウチの大会（全卸連チャ
リティーボウリングＣＳＳカッ
プ）でも、感染者が出たら大変
なので、場内を完全に殺菌する
ためにモーリスを入れた大型の
噴霧器を回してやるつもりだっ
たんですが、各社の対応がまち
まちで「ダメ」というところも
出てきたので、結局中止せざる
を得なくなった。
――昨年秋から全国各地で予選
会が行われていましたよね。
扇　ええ。それで3月7日にシ
チズンボウルで決勝大会をやる
予定でした。
森友　一応、6月13日に延期
したカタチですが、現状では
ちょっと厳しいでしょうね。

――お二人は慶應高校・大学を
通じてのご学友でしたよね。
扇　そうです。当時から仲のい
い友人同士が集まって、毎年
12月にクリスマスパーティー
をやっていたんですが、森友は
その中の一人です。最初は男だ
けだったのが、そのうち彼女同
伴になり、結婚して子供ができ
てファミリーパーティーになっ
ていった。子供たちは大きくな
るにつれて参加しなくなって、
今は老夫婦ばかりのパーティー
になっちゃったけど（苦笑）。
森友　たまに孫を連れてくるヤ
ツもいるけどね（笑）。
扇　で、ボクが文化放送時代の
2005年に、並木（惠美子）さ
んや矢島（純一）さんと再会し
て『辻よしなり　ラジオグラ
フィティ』という番組の中で「ボ
ウリング復興計画」という企画
を始めたとき、ボク自身もボウ
リングに完全復帰したんです
が、同じころに「クリスマスパー
ティーでもボウリング大会を
やってみないか？」と森友に持
ちかけたんです。
森友　ああ、そうだった。
扇　で、東京ポートボウルでボ
ウリングを3Ｇ投げてから、同
じ会場でパーティーをやったら
これが好評で、毎年の恒例に
なった。そのうち森友が「マイ
ボールを作りたい」と言い出し
て、夫婦そろってマイボールで
投げるようになったんだよね。
森友　（頷く）
扇　投げればポンポン200
アップするし、今やボク以上に

ボウリング界の事情にも詳しい
（笑）。森友とボクは性格がよく
似ていて、二人ともやるべきこ
とは早くやらないと気が済まな
いタイプ。コロナ騒動が起きる
前は毎月夫婦4人でボウリング
の練習会をやっていたんです
が、仮に3時集合としたら、ど
ちらも2時半にはセンターに着
いている（笑）。
――森友会長は学生時代、何か
スポーツをされていたのです
か？
森友　実を言うと、私は空手の
師範なんです。小さいころから
ずっと空手をやっていて、空手
一筋の人生を送る予定だったの
ですが、扇に騙されてボウリン
グを始めたら「なんて面白いん
だろう」と（笑）。空手には「痛い、
怖い、面白くない」の三拍子が
揃っていて、スポーツ独特の
ゲーム性や楽しさはあまりない
ですからね。今はもう中毒に近
いくらいボウリングにハマって
いるので、投げられない毎日が
続くのは辛いですね（苦笑）。

――全卸連のＣＳＳ（チャイル
ズスマイルサポート）カップは
扇さんプロデュースの大会です
よね。
扇　文化放送をやめて自分の
会社を作ったとき、ボウリング
を通して社会貢献活動がしたい
と思って、ＫＵＷＡＴＡ ＣＵＰ
の1年前から森友と一緒に始め
ました。ホームページを見ても
らえば分かりますが、今は多く
の一般企業が応援して下さって

います。
森友　全卸連は全国の日用品・
化粧品の問屋さんの集まりで
す。都道府県単位の組合のトッ
プが寄り集まって、けっこう真
面目に、いろいろな流通課題を
俎上に上げて深掘りしているの
ですが、その下の社員には何も
伝わっていない（苦笑）。会社に
従事しているすべての人を含め
ての全卸連であれば、その人た
ちをつなぐヨコの糸が必要だと
思っていろいろ考えた結果、だ
れもが気楽に参加できるボウリ
ング大会を開催するのがいちば
んいいだろうということで声が
けをしたら賛同してもらえて、
会社対抗というカタチで始めま
した。そのさい、参加費に少し
ずつ上乗せしてもらって、経済

的に恵まれない子供や資格障害
者の方たちへのチャリティーに
回そうと。そうした目的がある
と参加しやすいということもあ
りますから。
――なるほど。
森友　毎回、全国7地区で予選
をやって全国大会、という流れ
です。普通、大会はうまい人た
ちを集めてやるものですが、わ
れわれはボウリング界の底辺を
広げていこうという目的で活動
しています。
扇　ボクらの時代は、ボウリン
グと言えば純粋な競技スポーツ
でしたけど、今の若い人たちに
とっては「ただの遊び」だと。
ボウリングがスポーツ紙に取り
上げられないのも、今のほとん
どの記者がレジャーだと思って

▲JPBA★SSSカップでは男子決勝で斉藤祐哉（左）、琢哉
　による史上初の兄弟対決が実現し、兄・祐哉が優勝
　（19年11月22日、東京ポートボウル）

いるからでしょうね。でも、Ｃ
ＳＳは回を重ねるにつれて若い
参加者にも「勝ちたい！」とい
う気持ちが出てきて（笑）、会社
にボウリング部を作っちゃった
人もいるし、ハウスボールで
200アップを連発するような
ツワ者もいる。
――それはすごい！
扇　若い人の間では、サムレス
でいかに回転をつけて投げるか
が流行っていたりもする。残念
ながらまだ9割以上がハウスボ
ウラーですが（苦笑）。
森友　はじめは嫌々参加してい
るように見えたある会社の若い
女性が、帰るころにはとてもう
れしそうにしていて、聞くと「会
社では怒鳴ってばかりいる上司
が、笑顔で声援を送ってくれた
んです」と（笑）。そんなことも
ありましたね。
扇　大会には毎回プロ協会が無
償でプロを派遣してくれていま
すし、日本ボウリング場協会も
ボウリング普及のためにと多大
な協力をして下さっている。ご
存じの通り、去年の賀詞交歓会
では場協会から森友（全卸連）
に感謝状が贈られました。

――昨秋には全卸連プレゼンツ
で「ＪＰＢＡ★ＳＳＳカップ」
というプロの新設大会を開催さ
れました。
扇　ＣＳＳカップと並行してプ
ロの大会もやりたいと思って、
以前から森友に相談していまし
た。で、まずはどこかに的を絞っ
たほうがいいということでボウ
リング場を見渡すと、今はシニ
アの方がいちばん頑張っている
ので、彼らを応援する大会にし

ようということで意見が一致し
たんです。そしたら去年の1月
に、森友が「スポンサーを見つ
けたから」と（笑）。
森友　あるとき、ユニ・チャー
ムの社長（高原豪久氏）に移動
中の新幹線の中で「プロの大会
をやりませんか？」と話をした
ら、5分でＯＫが出たんです。
そのあとどこかのパーティーの
席で、30分もしないうちに副
社長が飛んできて「われわれは
何をしたらいいでしょうか？」
と（笑）。
扇　トップダウンでいくと、本
当に話が早い。もしボクが各社
を回って広報担当を窓口に説明
していたら、トップまで話が上
がらないこともあったと思う。
森友　考えてみたら、全卸連の
なかにも大きな会社がいっぱい
あるわけです。そこに声がけし
てみたら、プロの大会も開催で
きるんじゃないかと。
扇　お陰で大会を主催する金
額はすぐに集まった。それから
森友やユニ・チャームの社長と
も相談して「このさい同業他社
の壁を取っ払いましょう」と、
全卸連加盟各社でシニアを応
援する会社を集めようというこ
とになって、結果54もの協賛
社が集まった。それでテレビ中
継もつく大会にすることができ
たわけです。
森友　われわれの業界でいう
と、昔、中山律子プロを花王フェ
ザーシャンプーのコマーシャル
に起用してボウリング界を盛り
上げた実績もあるし、ゴム会社
がボウリングのボールを作って
いて、われわれがそれを取り
扱ってたくさん売れていた時代
もある。業界同士、本来親しい
関係にあったんですよ（笑）。

扇　これまでボウ
リングのスポン
サーはおカネを出
すだけで、表彰式
のときにプレゼン
ターをやるぐらい
でしたが、ＳＳＳ
カップではもっと
表に出てきても
らって「一緒にこの
ボウリング大会を作っているん
だ」という気持ちになってもら
いたいと、森友と相談してギャ
ラリープラザを作りました。メ
インのスポンサー4社はロビー
に置いて、手を挙げてくれた
30社は場内の食堂を半分に仕
切って、そこにブースを作って
もらった。全卸連が扱う商品は、
ボクらの生活になくてはならな
いものばかりです。それを出場
選手とお客さん全員にプレゼン
トしてもらった。
森友　メーカーさんには「元気
なシニアを応援
しよう」という
大会のコンセプ
トに沿った商品
の提供をお願い
したのですが、
「たびだち」と
いう線香を持っ
てきた会社が
あった（苦笑）。
ブラックジョー
クが過ぎると
思ったけど、意
外にも若い人た
ちが喜んで持ち
帰って、真っ先
になくなっちゃった（笑）。
扇　みなさん両手に抱えきれ
ないくらい商品を持ち帰って、
プロを含めて多くの方がＳＮＳ
に上げて紹介してくれていたの

がうれしかったですね。
森友　全卸連としては少し前面
に出ていって、問屋というのは
製造業と小売業をつなぐ、重要
な“ハブ”の役割をしていると
ころなんだということを、大会
を通じてアピールしたいという
気持ちがありました。小売業や
製造業で有名な会社の名前は
すぐに出てくるけれど、メー
カー以上に大きい問屋さんでも
名前はすぐに出てこない。世間
のイメージ的には時代劇の悪徳
商人なんですよ（苦笑）。

まだまだ知名度が低いのがプロ
ボウリング界の実情ですから。
――ゲームのほうも盛り上がり
ました。
扇　Ｂ公認の2日間大会という
ことでゲーム数は少なかったで
すが、その分1Ｇに懸ける選手
の集中度が増して、お客さんも
見応えがあったと思います。結
果的にスタートで出遅れた姫路
や川添奨太が予選落ちした一方
で、ボクが子供のころ一緒に
チームを組んでいた斉藤正典の
息子二人（祐哉＆琢哉）が勝ち
上がって、優勝決定戦でＪＰＢ
Ａ初の兄弟対決が実現したり、
女子は寺下智香がものすごいボ
ウリングを見せてくれた。大会
後、スポンサーをはじめ多くの
人たちから「よかった」という
声をいただいたので、森友とは
「今年もやろう」と去年のうち
から話していたのですが…。
森友　日程も決まって、スポン
サーもメインのところからはＯ
Ｋをもらっていました。本来な
ら今ごろはさらに準備が進んで
いるところなんですが、今は「そ
れどころじゃない」という会社
ばかりですから。もしコロナ騒
動が収束してやれるとなった
ら、短期間で追い込むことにな
りますが、年内の開催は厳しい
かもしれませんね。

（次号後編）

ＪＰＢＡ★ＳＳＳカップは
スポンサーファーストで

扇　ボクは初日に主だったプロ
を引き連れて、全メーカーの営
業部員や広報の方に紹介して回
りました。今をときめく絶対女
王の姫路麗ですら、世間的には

「次回のSSSカップも、
  年内開催は厳しいかも…」

▲4月20日、森友通商の社長室にて取材（次号後編につづく）
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